
設立年月日： 大正12（1923） 年12月20日

根拠法： 農林中央金庫法（平成13年法律第93号）

経営管理委員会会長： 萬
ばんざい

歳 章
あきら

代表理事理事長： 河
こ う の

野 良
よ し お

雄

資本金： 3兆4,259億円 （平成27年3月31日現在）

合組同協業農 :員会 （JA）、漁業協同組合（JF）、森林組合（JForest）、

、会合連のられそびよお その他の農林水産業者の協同組織等のうち、 

。体団るいてし資出に庫金央中林農 （平成27年3月31日現在 3,723団体）

連結総資産額： 94兆5,497億円 （平成27年3月31日現在）

連結自己資本比率： 24.19％（平成27年3月31日現在） （総自己資本比率・国際統一基準）

格付（平成27年3月31日現在）： 格付機関名 長期債務格付 短期債務格付

ス タンダード&プアーズ社 A+ A-1

 ムーディーズ社 A1 P-1

従業員数： 3,501人 （平成27年3月31日現在）

事業所： 本店1／国内支店19／分室3／推進室17／海外支店3／

 海外駐在員事務所2 （平成27年7月31日現在）

この冊子に関するご連絡先

農林中央金庫 総務部CSR推進室

〒100-8420 東京都千代田区有楽町1-13-2 DNタワー21 

TEL： 03-3279-0111 （代表）

農林中央金庫では、タイムリーな情報発信と当金庫およびグループをよりご理解いただくためにウェブサ

イトを積極的に活用しています。当金庫のホームページでは、さまざまな情報をご覧いただけます。

農林中央金庫の経営戦略、系統信用事業の現状と農林中央金庫の役割、自己資本と

リスク管理の状況、経営管理システム、主要な業務のご案内、営業状況や財務内容

などに関する財務データのほか、組織、役員・従業員、沿革、店舗、グループ会社と

いった会社データをまとめた資料です。経営管理体制などの詳細な情報は、ディス

クロージャー誌をご覧ください。

http://www.nochubank.or.jp/ 農中

ホームページのご紹介

ディスクロージャー誌「REPORT 2015」

農林中央金庫概要第三者のコメント

　ユニークなCSR報告書だ。比較してみると分かる。近年

はCSR報告書をウェブサイトにアップしている企業が多

いから、ユニークさの確認に手間はかからない。とにかく

徹底した現場主義、この点に農林中金のCSRの持ち味が

ある。別の表現を用いるならば、農林水産業の現場で汗を

流す人々が一人称で語るところに、この報告書の頑固と

も言える姿勢が貫かれている。

　CSR活動の体系や仕組みの紹介は最小限にとどめ、紙

幅の過半が現場からの臨場感溢れる発信に割かれてい

る。多くはインタビューに基づく記事であり、コンパクト

な寄稿文も随所に盛り込まれている。取り組みの地域的

な個性と人々のパーソナリティが滲み出たメッセージが

満載である。これほど多くの人物が登場するCSR報告書

には、寡聞にして出会ったことがない。

　ところで農林中金の場合、農林中金自身が主役となっ

て推進するタイプのCSR活動は、割合としては小さい。

20年の蓄積のあるニューヨーク支店のボランティア活

動、あるいは今春に一期生を送り出した日本農業経営大

学校に対するメインスポンサーとしての支援など、社会

的貢献度の高いCSRも少なくないが、紙面の比率に現れ

ているように、割合という意味では農林水産業の現場の

取り組みが多数を占めている。CSRの中心は、農林中金

が仕掛け人ないしは縁の下の力持ちとなり、地域の関係

者の活動を喚起し、下支えするタイプのものからなる。

　この点は農林水産業の社会的なポジションとも深く関

係している。農林水産業は経済活動であると同時に、地域

社会そして地球社会の環境形成に直接関与する営みで

もある。なかには負の影響を与えるケースもないわけで

はない。良好な環境形成に寄与し、ネガティブな要素を除

去する点で、持続的な農林水産業はそれ自体が社会貢献

の側面を有しているのである。むろん、いまある農林水産

業イコールCSRというわけではない。農林中金のCSRの

真骨頂は、新たな着想や萌芽的な挑戦を発掘し、これを

辛抱強く育てるところにある。脇役に徹したCSRだと

言ってもよい。

　多様な読者が想定されるが、広く国民にとって意義深

いという意味では、東日本大震災の復興支援のパートが

重要だ。前年と同じ16ページを割いた紙面には、ハッとさ

せられる記述も少なくない。例えば、県内外に避難してい

る組合員・利用者に向けたJAふたばの組合長の言葉は、

震災の風化が懸念される社会全体への発信でもある。あ

るいは、震災直前にコンピュータシステムを3階に移設し

ていたため各種業務を早期再開できたJFりょうりの経験

は、被災地以外のオフィスにとっても有益なメッセージと

なったはずだ。

　読者の多くは農林水産業の関係者であろう。ここで強

調しておきたいのは、農業の関係者が水産業の取り組み

からヒントを獲得し、林業の関係者が農業の取り組みか

ら新たな着想に至るなど、分野横断的な情報交流の重要

性である。農林中金のCSR報告書は、隣の分野の先駆的

な活動をコンパクトに伝える情報交換媒体としても機能

するに違いない。農業が専門の私には、育てて獲る漁業の

先進例や森林組合の若手・女性の活躍ぶりなどが強く印

象に残った。

　農林中金は金融機関である。したがって、CSR活動にお

いても利子助成を含む資金面からのサポートが活用され

ている。けれども、この報告書が伝えてくれるのは、支援を

受けた活動が狭い意味でのビジネスを超えた社会的・文化

的な価値を生んでいる事実である。金融機関としての働き

かけをバネに、お金に換算できない価値を創り出すところ

に、農林中金のCSRの特色がある。ここは農林水産業や地

域社会に関心を寄せる若い読者に伝えたいところである。
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